
- 1 - 

 本日、ここに、鹿島市議会令和５年９月定例会を招集し、諸案件につきま

してご審議をお願いするものでございますが、議案の提案に先立ちまして、

鹿島市を取り巻く最近の情勢や今後の主要な施策について申し上げます。  

 

【鹿島市民文化ホールのオープンについて】  

 いよいよ明後日９月１０日に、「まちの晴れ舞台」鹿島市民文化ホール

（ＳＡＫＵＲＡＳ）がオープンします。 

 ５月３１日の竣工以来、これまで内覧会やホームページなどを通じ、ＳＡ

ＫＵＲＡＳの魅力発信に努めてまいりましたが、これからは、皆様にいかに

利用していただくか、交流人口拡大につなげていくかが重要になってきます。

情報発信を継続的かつ効果的に行い、ＳＡＫＵＲＡＳの魅力を最大限に高め

ていくために、様々な取組を行ってまいります。  

 そのスタートが、１０日の開館記念イベントであり、「鹿島らしさ」「１

日楽しめる」「次につなぐ」というコンセプトのもと、開催いたします。  

 午前は、式典と子どもたちなどによるアトラクションを、午後は、第２６

回かしま伝承芸能フェスティバルを行います。館内では、鹿島市ふるさと資

料館の展示や、鹿島錦、浮立面、のごみ人形工房の実演・展示などもご覧い

ただけるようにしています。屋外では、３０店舗を超える鹿島のお店が大集

合する「鹿島んよかもん市場」を開催するほか、ＳＡＧＡ２０２４国スポ体

験ブースも設置します。１日を通して鹿島の魅力を楽しみながら、皆様とと

もにオープンを祝いたいと考えております。  

 オープン後は、こけら落としとして９月２３日に「ＮＨＫ交響楽団トップ

メンバーによるオーケストラ公演」を行います。  

 １０月には「市民提案型イベント」として、８日に「ＫＡＳＨＩＭＡポッ
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プカルチャーフェスティバル」を、１５日に「歌とおどりの祭典」を開催す

ることとしており、歌やおどり、ステージパフォーマンスなど多くの演目が

楽しめる内容となっています。 

 さらに、来年の１月１３日には、世界的アーティストのイベントとして「

癒しの音楽祭」を開催することが決定しました。映画「ラストエンペラー」

のテーマ曲演奏や世界の音楽祭で活躍している世界最高峰の二胡奏者“ジャ

ン・ジェンホァ”や、「異彩のアーティスト」“サラ・オレイン”など、国

境を越えて素晴らしいアーティストをお迎えし、癒しの時間をお届けすると

いう公演になっています。チケットは９月１０日からＷＥＢ先行発売いたし

ますので、この機会にぜひお求めください。  

 この他にも、ＳＡＫＵＲＡＳでは、その魅力を活かした様々なイベントを

行っていくこととしています。それぞれの内容は今月号の市報やホームペー

ジにも掲載していますので、ぜひご覧ください。また、ＳＡＫＵＲＡＳは、

市内だけでなく市外の方も利用しやすい使用料金としています。多くの皆様

の「晴れ舞台」として、活用していただきたいと思います。  

 鹿島市民文化ホールＳＡＫＵＲＡＳは、いよいよその歩みを始めます。皆

様に親しまれ、愛される施設となるよう努めてまいりますので、ご理解とご

協力をよろしくお願いいたします。 

 

【長崎本線上下分離から１年が経過して】  

 次に、長崎本線の上下分離後の情勢などについて申し上げます。  

 西九州新幹線の開業に伴い、長崎本線（江北～諫早）が上下分離方式とな

り、１年が経過しようとしています。本市においては、昨年の９月２３日を

「新たな出発の日」と位置付け、「むしろこれから」というキャッチフレー
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ズのもと、沿線地域の魅力発信、交流人口の拡大や在来線の利用促進を図る

ための取組を進めてきたところでございます。  

 まずは、乗換えのしやすさに重点を置いた市独自の時刻表を作成し、市民

の皆様にお配りしました。しかし、実際に上下分離での運行が開始されると、

高校生や事業者の皆様へのアンケート調査、意見交換などにおいて、やはり、

利便性の確保や改善を求める声が多く聞かれました。  

 そのような中、昨年１２月に、佐賀県と沿線１市３町の５者で「チームＤ」

会議が発足し、課題の共有と改善の糸口を探る動きが始まりました。「チー

ムＤ」では、実際に車両に乗り込んで実態調査を行い、ＪＲ九州へ改善要望

書を提出するなどの取組を行っております。  

 一方、市としても、利用促進のために、サガン鳥栖との連携協定締結を契

機とした「列車に乗ってサガン鳥栖の応援に行こう！」や、特急かささぎを

利用された方に市内で使えるクーポンを発行する「神特典」、運賃を助成す

る「かささぎでＧｏ！キャンペーン」などを実施し、利用者の増加に努めて

いるところです。 

 そして、今月２３日には、肥前鹿島駅周辺で「駅からＧｏ！かしま公共交

通体験フェスタ」の開催を計画しています。関連予算につきまして、本定例

会に補正予算案として提案しているところではありますが、たくさんの人に

公共交通に触れていただく機会としたいと考えておりますので、よろしくご

審議くださいますようお願いいたします。  

 これからも、利用者の声を聞きながら、利便性の向上と利用促進について

沿線市町と連携して取り組んでまいります。  
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【豪雨による農地等の災害について】 

 次に、６月２８日から７月１２日までの豪雨による農地、農業用施設の災

害について申し上げます。 

 今回の豪雨では、石木津観測所で市内の最大雨量を観測しており、２４時

間最大雨量１９３ｍｍ、時間最大雨量３３ｍｍを記録しています。長期間、

断続的に降った雨の影響により、法面の崩壊など農地の被害が１２か所、農

道や水路などの農業用施設被害が２３か所、合計３５か所の報告がありまし

た。 

 そのうち、災害復旧工事の採択要件等を満たした３０か所については年内

を目途に災害査定を受け、国からの承認をいただいた後、年明けから復旧工

事の発注を行う予定といたしております。 

 また、災害復旧工事の採択要件等を満たさない被害につきましても、重機

借上げや原材料支給などの対応を行いながら、早期の復旧に努めてまいりま

すので、ご理解を賜りますようお願いいたします。  

 

【次代を担う子どもたちの活躍について】  

 次に、次代を担う子どもたちの活躍について申し上げます。  

 この夏、世界を舞台に鹿島市ゆかりのアスリートが大変活躍いたしました。 

 西部中学校女子バレーボール部の𠮷村はぐみさんは、７月に中国・杭州
こうしゅう

で

開催された、第１回アジアＵ１６
ア ン ダ ー 1 6

女子バレーボール選手権大会に出場されま

した。日本代表チームは優勝、さらに𠮷村さんは大会のベストセッター賞に

も選出されています。 

 また、鳥栖工業高校レスリング部の甫木元起
ほ き げ ん き

さんは、８月に、トルコ・イ

スタンブールで開催されたＵ１７
ア ン ダ ー 1 7

世界選手権に出場され、準決勝まで勝ち上
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がり、結果は５位と各国の代表を相手に堂々とした試合をしておられます。  

 このほかにも、本市の中高生たちが、スポーツの全国大会で大いに活躍を

してくれました。 

 中学生では、西部中学校の女子バレーボール部とソフトテニス部の男子ペ

アがそれぞれ九州大会で上位に入賞し、全国中学校体育大会に出場されてい

ます。 

 高校生では、レスリング、弓道、ウエイトリフティング、なぎなた、ソフ

トテニス、陸上、テコンドー、少林寺拳法など、様々な競技で全国高校総体

等に出場されました。 

 選手たちの活躍は、私たち市民にとっても大変喜ばしく、また大きな感動

と勇気をもたらしてくれました。現在、県内では国体の予選が行われていま

す。今年のかごしま国体、そして来年のＳＡＧＡ２０２４国スポに向け、こ

の選手たちがこれからさらに活躍してくれることを期待します。  

 文化についても、この秋に子どもたちの活躍があります。１１月１９日に、

ＳＡＧＡアリーナで第６回佐賀県伝承芸能祭が開催されますが、そこに市内

全小学校の３年生又は４年生が面浮立の演舞で出演します。大切に継承され

てきた伝承芸能を未来につなぐというメッセージとともに、当日は「大トリ」

を務めることになっています。本市の子どもたちがＳＡＧＡアリーナという

大舞台で、地域に伝わる民俗芸能の魅力を発信し、伝承芸能を未来につなげ

る大役を果たしてくれることを今から楽しみにしているところです。  

 

【子育て支援センターについて】 

 次に、本市における子育て支援の拠点である子育て支援センターについて

申し上げます。 
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 先ほども申し上げましたとおり、子どもたちの活躍は市民にとっても大変

喜ばしいことであり、そのためには子育て環境の整備がとても重要であると

考えております。 

 本市の子育て支援センターは、平成２６年１０月の市民交流プラザ開館に

伴い、保健センターから移転し、土日開館や支援員の配置など市民サービス

の向上を図りながら現在に至っております。遊具などのハード整備につきま

しては、多方面からいただきましたご寄附などにより充実することができて

おり、また相談体制などのソフト面につきましても、関係機関と連携しなが

ら家族に寄り添ったサポートに努め、市内だけでなく市外の利用者の皆様か

らも好評をいただいているところです。 

 当センターでは、子どもの一時預かりや送迎のサービスなどを行う「ファ

ミリーサポートセンター事業」を行っています。これは、子育ての援助を受

けたい人と、子育ての手伝いができる人が会員となり、地域で子育てを助け

合う「子育て相互援助事業」です。昨今は、経済的・精神的負担感を抱えて

いる子育て世帯も増えており、時代のニーズに応じた運営に努めているとこ

ろです。 

 また、乳幼児の親子が中学校や高校を訪問し、中高生と交流する「赤ちゃ

ん登校日」にも取り組んでおり、今月から１１月にかけて市内の中学校と鹿

島高等学校で実施することとしています。中高生としては、親子の姿や保護

者の話を見聞きすることで将来へのイメージをふくらませることができ、ま

た、親としては、赤ちゃんと中高生との触れ合いを見守る中で新たな発見に

つながるなどの効果が見込まれます。 

 本市の「これから」を担う子どもたちが、健やかに成長していくことを願

い、今後も関係の皆様と連携を図りながら各種事業を進めていきたいと考え
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ております。 

 

【かしまを元気に！まるごと応援券について】  

 次に、かしまを元気に！まるごと応援券について申し上げます。  

 物価高騰等の影響が続く中、市民生活の支援などを目的に、先月「かしま

を元気に！まるごと応援券」３千円分を発行し、市民の皆様全員へお配りし

ています。 

 この応援券の利用期間は、１１月末までとなっており、利用できる店舗等

につきましては、鹿島商工会議所で随時募集中ですが、約３００店舗で利用

できるようになっています。 

 現在も物価高騰の影響は様々な分野で続いていますので、ぜひ皆様にご利

用いただき、市内経済を活性化させ、元気な鹿島へとつなげていきたいと思

っております。 

 

【広域連携ＳＤＧｓモデル事業について】  

 最後に、広域連携ＳＤＧｓモデル事業について申し上げます。  

 広域連携ＳＤＧｓモデル事業は、地方公共団体が広域で連携し、ＳＤＧｓ

の理念に沿ってデジタル化や脱炭素化に取り組み、地域の活性化を目指すと

いうものです。 

 鹿島市は太良町と共同で申請し、７月３１日に国の採択を受けました。 

 太良町とは、昨年の西九州新幹線開業後は「むしろこれから鹿島・太良」

というキャッチフレーズのもと、協力関係をより強化しているところです。 

 本年５月のＳＤＧｓ未来都市認定と、今回の広域連携ＳＤＧｓモデル事業

の採択を契機に、これからは太良町と様々な分野で連携し、ＳＤＧｓの趣旨
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である持続可能なまちづくりを進めてまいります。  

 太良町とは、豊かな自然環境を共有していることもあり、観光分野などお

互いの強みを活かし、補完しあいながら、良好な協力関係を続けていくこと

ができると考えています。今回、採択を受けたモデル事業では、脱炭素につ

ながる事業や交流人口・関係人口の増加につながる事業、ＳＤＧｓの普及啓

発などに取り組んでいきたいと考えております。  

 具体的な施策については、関係する補正予算案を本定例会に提案しており

ますので、よろしくご審議くださいますようお願いいたします。  

  

【議案について】 

 それでは、提案いたしました案件につきまして、その概要を説明いたしま

す。議案は、決算認定、補正予算など、合計１６件となっております。 

 

【報告について】 

 はじめに、 報告第１０号 専決処分事項の報告について申し上げます。  

 これは、交通事故による損害賠償の専決処分であり、市長の専決処分事項

の指定に関する条例の規定により専決処分したもので、地方自治法第１８０

条第２項の規定により報告するものです。 

 次に、 報告第１１号 令和４年度鹿島市下水道事業会計継続費精算報告

書について申し上げます。祐徳門前地区未普及解消事業は、令和元年度から

６年度の継続事業として取り組んでおりましたが、令和４年度をもって事業

が終了しましたので地方公営企業法施行令第１８条の２第２項の規定により

報告するものです。 

 次に、 報告第１２号 令和４年度鹿島市土地開発公社決算について申し
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上げます。 

 決算の概要といたしましては、令和４年度は公有地の取得及び売却の事業

は実施しておりません。 

 その結果、損益につきましては、事業外収益の１８，３３３円から、一般

管理費の１４，０９５円及び事業外費用の５１０円を差し引き、３，７２８

円の経常利益となっております。 

 この経常利益は、令和５年度へ繰り越し、準備金として整理しております。  

 

【令和４年度決算認定について】 

 続きまして、 議案第３３号 から 議案第３６号 につきましては、令

和４年度の一般会計及び特別会計に関する歳入歳出決算となります。  

 各会計別の決算状況は、一般会計をはじめ、いずれの特別会計も黒字決算

となり、おおむね順調に各事業を推進いたしました。  

 それでは、はじめに、 議案第３３号 令和４年度鹿島市一般会計歳入歳

出決算認定について申し上げます。なお、決算につきましては円単位であり

ますが、便宜上、千円単位で申し上げます。  

 令和４年度の歳入につきましては、総額１７０億８，１９９万５千円とな

り、県支出金などの減により、対前年度比５．１％の減となりました。  

 一方、歳出につきましては、総額１６４億４，１１７万４千円となり、扶

助費などの減により、対前年度比６．４％の減となりました。  

 その結果、翌年度に繰り越すべき財源を差し引き、４億５，４９８万９千

円の黒字決算となりました。 

 基金については、市の積立金である財政調整基金から２億８３０万円の繰

り入れを行いましたが、３月に確定した特別交付税などの主要一般財源の交
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付などにより、約２億４，１００万円の積み立てを行いました。その結果、

財政調整基金の年度末残高は約３，３００万円増え、今後の財政運営に備え

ることとしております。 

 また、市債残高は、令和４年度末では約１２９億８，０００万円でありま

すが、償還費のうち、普通交付税で全額措置されます臨時財政対策債を除け

ば、約８５億２，０００万円となります。  

 この償還費にも普通交付税により措置されるものがありますので、実質的

に返済する金額は約４８億円となっております。  

 今後も財政指標に留意しながら、健全な運営を行っていくことが重要であ

ると認識しています。 

 次に、 議案第３４号 から 議案第３６号 までは、それぞれの特別会

計の決算認定です。 

 これらにつきましては、各特別会計の設置目的に従いまして事業の推進を

図ってきたところです。 

 まず、 議案第３４号 令和４年度鹿島市国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について申し上げます。 

 令和４年度の歳入の総額は、３７億４，９５４万３千円、歳出の総額は、

３６億６，９０６万円で、差し引き８，０４８万３千円の黒字決算となって

おり、令和５年度において国民健康保険基金へ積み立てたところです。  

 次に、 議案第３５号 令和４年度鹿島市後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算認定について申し上げます。 

 令和４年度の歳入の総額は、４億５，８４１万９千円、歳出の総額は、４

億５，６２９万４千円で、差し引き２１２万５千円の黒字決算となり、令和

５年度会計へ繰り越したところです。 
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 次に、 議案第３６号 令和４年度鹿島市給与管理特別会計歳入歳出決算

認定について申し上げます。 

 この会計は、職員給与支給事務の簡素化を図ることを目的とした会計であ

り、水道及び下水道事業を除く一般会計及び特別会計のそれぞれの給与費決

算額と重複した決算となっております。 

 続きまして、 議案第３７号 令和４年度鹿島市水道事業会計決算認定に

ついて申し上げます。 

 令和４年度の収益的収支につきましては、純利益が８，０３３万４千円生

じたため、５，０３３万４千円を減債積立金に、３，０００万円を建設改良

積立金に積み立てることとしております。  

 また、資本的収支につきましては、２億２，６９９万６千円の不足が生じ

たため、当年度分損益勘定留保資金などにより補塡したところです。  

 最後に、 議案第３８号 令和４年度鹿島市下水道事業会計決算認定につ

いて申し上げます。 

 令和４年度の収益的収支につきましては、純利益が３，７７９万５千円生

じたため、全額を減債積立金に積み立てることとしております。 

 また、資本的収支につきましては、２億８，８４６万７千円の不足が生じ

たため、当年度分損益勘定留保資金などにより補塡したところです。  

 以上、令和４年度決算認定についての説明を終わりますが、今後とも、効

率的かつ効果的な行政運営、安定的かつ健全な財政運営の具現化を図る「行

財政運営プラン」の着実な取組などにより、「第七次鹿島市総合計画」に掲

げる主要施策の実現に向け、将来にわたり「持続可能な行財政運営」の構築

に努めてまいります。 
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【令和５年度補正予算案について】 

 次に、 議案第４２号 令和５年度鹿島市一般会計補正予算（第３号）に

ついて申し上げます。 

 今回の補正は、予算の総額に４億７，５８３万１千円を追加し、補正後の

総額を１６４億３，９６９万６千円とするものです。 

 歳入につきましては、事業の決定、既存事業の追加や減少などに伴う、国

・県支出金、分担金及び負担金、市債などの増減を計上するとともに、令和

４年度決算剰余金としての繰越金などを計上いたしております。  

 歳出のうち主なものとしましては、総務費では、令和４年度決算剰余金の

確定に伴い、地方財政法第７条の規定により決算剰余金のうち２分の１相当

額を財政調整基金への積立金として計上いたしております。  

民生費では、保育施設での紙おむつの処分に係る「感染症対策のための改

修整備等事業」や前年度の事業確定に伴う国・県負担金補助金の精算金を、

衛生費などでは、内閣府からの事業採択を受け、太良町と連携して行う「広

域連携ＳＤＧｓモデル事業」を、災害復旧費では、令和５年６・７月豪雨に

伴います「現年発生農地農業用施設災害復旧事業」を計上いたしております。  

 このほか、株式会社水城電気様、株式会社マツモト様、株式会社ジェイエ

イビバレッジ佐賀様、有限会社赤門堂様、そして個人様からご寄附をいただ

いておりますので、それぞれのご寄附の趣旨に従い、有効に活用させていた

だきます。 

 次に、 議案第４３号 令和５年度鹿島市後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）について申し上げます。 

 今回の補正は、令和４年度決算に伴う繰越金と後期高齢者医療広域連合納

付金を増額するものです。 
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【条例の制定について】 

 続きまして、条例に関する議案３件について申し上げます。 

 まず、 議案第３９号 鹿島市印鑑条例の一部を改正する条例の制定につ

いて申し上げます。 

 これは、スマートフォンを用いて、コンビニエンスストア等に設置されて

いる多機能端末機を介した印鑑登録証明書の交付を受けることができるよう

にするため、所要の改正を行うものです。 

 次に、 議案第４０号 鹿島市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する

基準を定める条例及び鹿島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について申し上

げます。 

 これは、こども家庭庁の設置に伴う所管事務の厚生労働大臣から内閣総理

大臣への変更や引用条文の整理などについて、関係条例の改正を行うもので

す。 

 次に、 議案第４１号 鹿島市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について申し上げます。 

 これは、国が定める放課後児童健全育成事業実施要綱が改正されたことに

伴い、放課後児童クラブに従事する放課後児童支援員になるための要件につ

いて、所要の改正を行うものです。 

 

【その他の議案について】 

 次に、 議案第４４号 第七次鹿島市総合計画の基本構想及び基本計画の

変更について申し上げます。 

 第七次鹿島市総合計画は、令和３年度から令和７年度までの５年間を計画
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期間としておりますが、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の普及

やゼロカーボンシティ宣言、デジタル田園都市国家構想などの著しい社会情

勢の変化に対応するため、緊急的かつ優先的に取り組まなければならない行

政課題を計画に盛り込む必要性が生じてきており、計画の見直しを行うこと

といたしました。 

この度、見直し案が決定しましたので、第七次鹿島市総合計画の基本構想

及び基本計画の変更について、鹿島市議会基本条例第１３条第１項の規定に

より議会の議決を求めるものです。 

 最後に、 議案第４５号 佐賀県市町
し ま ち

総合事務組合規約の変更に係る協議

について申し上げます。 

 これは、佐賀県市町総合事務組合が共同処理する退職手当の支給に関する

事務に佐賀県東部環境施設組合が参加することに伴い、佐賀県市町総合事務

組合の規約変更について協議する必要があるため、地方自治法第２９０条の

規定により、議会の議決を求めるものです。    

 

 以上、提案いたしました議案の概要につきまして説明いたしましたが、詳

細につきましては、ご審議の際、担当部長又は課長が説明いたしますので、

よろしくご審議いただきますようお願い申し上げます。  


